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「「核のない世界」は実現可能か？」
鈴　木　健　人
　研究初年度の2010年度は、アメリカのオバマ政権が2010年4月に発表した「核態勢見直し報告書
2010年（Nuclear　Posture　Review　Report　2010）」の分析を中心にし、核廃絶を提唱したオバマ政権が実
際にどのような核戦略を打ち出したのか、その宣言政策を検証した。
　同報告書は、核兵器への依存を減少させる方向性を打ち出してはいるが、依然として抑止力の中核
として核兵器を重視しており、核からの脱却は必ずしも進んでいないことが読み取れるものであった。
ロシア、中国、北朝鮮、イランなどについては明確に国名をあげて問題点を指摘しており、おそらく
これらの国々に対しては核兵器を使用した戦争計画が存在しているのではないかと思われる（ロシア
についてはもはや敵ではないと指摘しているが）。同時に「9月11日」の教訓から、核によるテロを警
戒する姿勢を示しており、この点から核不拡散の必要性を強く訴えている。
　またこの報告書とほとんど同時にミサイル防衛に関する報告書も公表された。そこではミサイル防
衛を推進することで、敵対的な国家を「諌止（dissuasion）」するとともに、同盟国や友好国に安心感
を与え、これらの国々が核を保有しないようにさせるとも述べられていた。
　さらにオバマ政権は通常兵器による「グローバル・プロンプト・ストライク（世界的な迅速打撃力）」
能力を高めようとしている。
　これらの要素を分析すると、具体的な核戦略はブッシュ政権からあまり変化していないと言わざる
を得ないのではないか。もちろん核に対する姿勢やレトリックは違いを見せているが、核戦略自体の
実態は変化していないのではないか。ブッシュ政権は新三本柱を提唱し、核・非核両方による攻撃シ
ステム、積極および消極防御、防衛インフラの再活性化、の三点を防衛戦略の基本的考え方としてい
た。これを、オバマ政権の動向と重ね合わせると、第一の核・非核の攻撃能力は維持されることになっ
ているうえ、第二の防御についてもミサイル防衛を推進するとしているのでやはりあまり変化がない。
最後の防衛インフラについても、オバマの「核態勢見直し報告書」では、安全で効果的な核兵器庫の
維持が謳われており、やはり変化はないと見るべきであろう。
　ロシアとの新START条約が昨年12月に発効するなど、核軍縮に向かう流れはあるものの、冷戦後
の核戦略には大きな変化は見られない。
　なお研究の初期段階においてアメリカ学会の分科会で本テーマについて研究報告をする機会が与え
られた（2010年6月）ことを付言しておく。
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